
タイトル：平成 26（2014）年度 教育セミナー（第 10 回） 

日時：平成 26 年 9 月 20 日（土）～23 日（火・祝） 

場所：東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究 3 階 マルチメディア会議室（304） 

 

「アンカラの都市開発と住民運 ― 包摂‐排除を超えた場所構築の可能性をめぐって」 

小川 杏子（お茶の水女子大学大学院ジェンダー学際研究専攻） 

 

 昨年度このセミナーに参加してできたつながりやそこで感じた「学び」の面白さが、博士後期課程に進

学した１つのきっかけだった。今回もそんな風に感じられる場にもう一度参加したい、そして昨年度はで

きなかった自分の報告もできればと思い参加した。 

 このセミナーに参加して研究を深めていこうと思う一方で、この半年間ずっと研究について、そして自

分がいる場について迷いがあった。博士後期課程に進学してから（する以前からかもしれないが）ずっと、

「研究」とは何か、もっといわゆる「実践的」なことを学んだ方が直面する様々な出来事により「役に立つ」

形で向き合うことができるのではないだろうか、と感じてきたからである。それは、いろんな場面で圧倒的

な現実に直面した時に、「学生」としての自分に無力さを感じたからだった。 

 今回教育セミナーに参加したことで、先生方や他の受講生との話のなかで、こういった点について考

える１つのヒントをもらったような気がする。「学び」を深めていくことで広がる可能性と、「学びに誠実であ

ること」でその先に見えてくることや、できることが感じられたからである。 

 今まで自分の中で「研究」や「博士課程」という場に対して限界をつくってしまい、本当はその先にある

かもしれない可能性が見られていなかったように今は思う。ものごとを捉えるためのツールを手に入れる

ためにはそこには必ず「学び」がともない、その作業は少しもどかしいかもしれない。けれどそこに地道に

取り組んでいくことによって新しく見えてくるものもあるし、アプローチの方法の幅が広がっていくのだと

改めて実感した。今後博士後期課程での時間を過ごす中で、この課題は何度も何度も直面するものだ

と思う。そういった点でも、今回このセミナーに、この時期に参加できたことは本当によかったと思う。 

 最後に。このような場を用意してくださった AA 研の先生方、そして何よりも千葉さん、本当にありがとう

ございます。 


